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○ 展示のねらい 

 標高 1,200m に位置する鶏頂山地区は、高冷地ほうれんそうの大規模産地であるが、近年温

暖化の影響を受けて夏期の昇温による発芽不良や生育不良が増加している。これらの対策とし

て灌水量が増えていることから、立枯病やケナガコナダニの被害も増加しており、収穫量が減

少している。 

そこで、高温期に遮光資材を導入し、昇温抑制の効果検証を行い、安定生産に資する。 

 

○ 主な成果 

最高気温は遮熱有で 0.3～5.8℃低く、最低気温は遮熱有は遮熱無よりも 0.1～4.5℃高くなり、

遮光有はハウス内の温度変化がゆるやかで寒暖差が少なかった。 

 草丈は同程度、一株重、葉の枚数、単収および葉色については、遮熱無がやや大きかったが、

発芽勢、発芽率、残存率は、遮熱有で高かった。 

 

  

 

 

 

 
○ 今後の方向性 

 遮熱対策資材の導入効果が生産者に認められ、今年度一部ハウスに導入した生産者や、

導入を見送った生産者からも追加導入の要望があり、継続して導入を支援する。 

 今回の試験では、供試区(遮熱有)より対照区(遮熱無)の方が収量・品質でやや優れる結

果となったことから、遮熱資材の利用時期、利用方法、遮光率等については検討が必要と

思われ、現地での活用状況について情報収集と共有を継続する。 

 
 

高冷地ほうれんそうの夏期における暑熱対策資材の

効果検証  

要約 

遮熱資材を活用することで、発芽率、残存率が高くなった。収量の向上にはつな

がらなかったが、ほ場の水持ちが良くなり、管理作業の省力化も期待できる。 

実施機関 ： 上都賀農業振興事務所経営普及部   実施場所 ： 日光市 

問合せ先 ： 栃木県農政部経営技術課技術指導班 TEL 028-623-2322  FAX 028-623-2315 

表１ 発芽勢、発芽率、残存率の比較 

表２ 収量及び品質の比較 


